　　 
     　　　　　　　　 

                    
学期末を迎え慌ただしい毎日ですが、体調を崩さないよう気を付けてください。夏休みは、普段とれない休暇をとることができますので、有効かつ計画的にとって、リフレッシュに努めましょう。今回は、特に夏季休業中によくとられる特別休暇等について紹介とお願いをします。
① 夏期の休暇・・・第２８号
　　　夏季休業中に週休日、休日及び代休日を除いて、原則として連続する４日とることができます。

② 健康管理の日・・・第１１号

　　　いわゆる誕生日休暇のことです。県教委の通知により、『｢健康管理の日｣を誕生日の日と

することが望ましいが、児童生徒の教育に支障のないよう、年間を通じて適当な日を選び「健康管理の日」とする。健康である職員は、健康であることに感謝するとともに一層の健康増進が図られるよう又病気がちの職員は、健康が回復できるよう、各自、健康状態に応じて健康回復のための対策措置を講ずるよう心掛けるものとする。』とありますので、計画的にとってください。人間ドックとは別にとることができますので有効に利用してください。
　これらの休暇は、とらなければならないという訳ではありませんが、夏季休業中に活用し、心身の
リレッシュを図ってください。

③　人間ドック・・・第１１号

　　　県教委の計画したものに限ります。その都度必要とする時間でとることができます。
　　　　1日ドックは、時間で取ってください。
④ 人間ドック事後指導・・・第１１号
　　　上記検査の事後指導で、その都度必要とする時間でとることができます。

⑤ ３０年表彰・・・第１１号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　表彰を受けた年度の次年度の８月末日までに３日間とってください。　

⑥ 認定講習・・・第１０号
夏季休業中に計画されている認定講習会です。計画の実施に伴い必要な時間でとってください
⑦ 免許更新制による講習・・・研修第２２条第２項
研修承認申請書及び研修実施報告書を提出
　　　                       ただし、教育課程参加は出張です。

⑧ 夏休みの勤務についておねがい

動静表といっしょに「年休簿」「特別休暇承認申請書」「出張命令伺書」を提出してください。
　　　　　　年休簿について・・・とらなかった場合は、二重線を引いて事務の机上へ
　　　　　　　　　　　　　　　　新しくとる場合は、続けて記入する(日時が前後してもいいです)
　　　　　　　　　　　　　　　　残日数は記入しないでください
・出張後は、速やかに「復命書」の提出をお願いします。
　　　　　「復命書」に基づいて旅費請求します。　　
　　　　　　　　※ 復命書には、出張の案内を必ず添付してください。
動静に変更があった場合は、速やかに動静表を朱書きで訂正してください。　　　[image: image2.wmf]　　　　　　　　
【泊を伴う校外学習代休該当者】
　　　夏休み中に半日代休を取ってください

　　修学旅行・・・校長先生　　６年担任　　仲よし２組担任　　養護教諭　　教務主任
　　　
　　宿泊研修・・・後藤教頭先生　 ５年担任　 仲よし１組担任　 養護教諭　　生徒指導主事
平成２２年７月８日
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